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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月11日(2017.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第２のデバイスに対する第１のデバイスの近接性をモニターする方法であって、
　ａ）前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとの間の少なくとも１つのワイヤレスリ
ンクをモニターすることと、
　ｂ）電子カレンダに記憶されたイベントが差し迫っている一方で前記ワイヤレスリンク
が分断された場合に、前記第２のデバイスによってアラートをトリガすることによって、
前記第１のデバイスの近接性が失われたことをユーザに通知することであって、前記アラ
ートは、前記イベントの切迫性および／または前記第１のデバイスの場所に応じたレベル
を有する、ことと、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記ワイヤレスリンクは、前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとの間の前記ワイ
ヤレスリンク上で測定された受信信号強度指示ＲＳＳＩが閾値未満のときに分断されてい
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記閾値は前記イベントの切迫性に応じて固定される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ワイヤレスリンクをモニターすることは前記第１のデバイスおよび／または前記第
２のデバイスによって周期的に実施される、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項５】
　前記モニターすることの頻度は前記イベントの切迫性に依存する、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
　前記第１のデバイスが公共エリアにある場合、前記第２のデバイスとの前記ワイヤレス
リンクが分断されたときに前記第１のデバイスをロックすることを含む、請求項１乃至５
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ａ）第１のデバイスと第２のデバイスとの間の少なくとも１つのワイヤレスリンクをモ
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ニターすることができるモニタリングモジュールと、
　ｂ）電子カレンダに記憶されたイベントが差し迫っている一方で前記ワイヤレスリンク
が分断された場合に、前記第１のデバイスの近接性が失われたことの通知を前記第２のデ
バイスに送ることができる通知モジュールであって、前記通知は前記第２のデバイス中で
アラートをトリガし、前記アラートは前記イベントの切迫性および／または前記第１のデ
バイスの場所に応じたレベルを有する、通知モジュールと、
を備える、前記第１のデバイス。
【請求項８】
　前記電子カレンダにアクセスすることができる、請求項７に記載の第１のデバイス。
【請求項９】
　動きセンサを備える、請求項７または８に記載の第１のデバイス。
【請求項１０】
　モバイル通信端末、特にスマートフォンまたはタブレットまたはラップトップである、
請求項７乃至９のいずれか一項に記載の第１のデバイス。
【請求項１１】
　ａ）電子カレンダにアクセスすることができるカレンダモジュールと、
　ｂ）第１のデバイスと第２のデバイスとの間の少なくとも１つのワイヤレスリンクをモ
ニターすることができるモニタリングモジュールと、
ｃ）前記電子カレンダに記憶されたイベントが差し迫っている一方で前記ワイヤレスリン
クが分断された場合に、前記イベントの切迫性および／または前記第１のデバイスの場所
に応じたレベルを有するアラートをトリガすることによって、前記第１のデバイスの近接
性が失われたことをユーザに通知することができるアラートモジュールと、
を備える、前記第２のデバイス。
【請求項１２】
　動きセンサを備える、請求項１１に記載の第２のデバイス。
【請求項１３】
　前記第２のデバイスはスマートウォッチである、請求項１１または１２に記載の第２の
デバイス。
【請求項１４】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の方法をコンピュータが実施できるようにするた
めのコンピュータ実行可能命令を備える、コンピュータ可読プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６５】
　加えて、以上の記述における考察される第１のデバイスが動きセンサを有するとしても
、本発明は、このような動きセンサを備えない第１のデバイスをモニターすることにも適
用することができる。例えば、ユーザが新しいオフィス構内のクライアントを訪問してい
るとき、第１のデバイスはユーザのラップトップであり、第２のデバイスはユーザのスマ
ートフォンであり、第３のデバイスはＷｉ-Ｆｉゲストアクセスポイントである。
［付記１］
　第２のデバイス（６）に対する第１のデバイス（４）の近接性をモニターする方法であ
って、
　ａ）前記第１のデバイス（４）と前記第２のデバイス（６）との間の少なくとも１つの
ワイヤレスリンク（１０）をモニターするステップ（４０；６０）と、
　ｂ）電子カレンダに記憶されたイベントが差し迫っている一方で前記ワイヤレスリンク
（１０）が分断された（４２；６２）場合に、前記第２のデバイス（６）によってアラー
トをトリガすることによって、前記第１のデバイス（４）の近接性が失われたことをユー
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ザに通知するステップ（４６；６４）であって、前記アラートは、前記イベントの切迫性
および／または前記第１のデバイス（４）の場所に応じたレベルを有する、ステップと、
を含む、前記方法。
［付記２］
　前記ワイヤレスリンク（１０）は、前記第１のデバイス（４）と前記第２のデバイス（
６）との間の前記ワイヤレスリンク（１０）上で測定された受信信号強度指示ＲＳＳＩが
閾値未満のときに分断されている、付記１に記載の方法。
［付記３］
　前記閾値は前記イベントの切迫性に応じて固定される、付記２に記載の方法。
［付記４］
　前記ワイヤレスリンクをモニターする前記ステップ（４０）は前記第１のデバイス（４
）および／または前記第２のデバイス（６）によって周期的に実施される、付記１乃至３
のいずれか一項に記載の方法。
［付記５］
　前記モニターするステップの頻度は前記イベントの切迫性に依存する、付記４に記載の
方法。
［付記６］
　前記第１のデバイス（４）が公共エリアにある場合、前記第２のデバイス（６）との前
記ワイヤレスリンク（１０）が分断されたときに前記第１のデバイス（４）をロックする
ステップを含む、付記１乃至５のいずれか一項に記載の方法。
［付記７］
　ａ）第１のデバイス（４）と第２のデバイス（６）との間の少なくとも１つのワイヤレ
スリンク（１０）をモニターすることができるモニタリングモジュール（２０）と、
　ｂ）電子カレンダに記憶されたイベントが差し迫っている一方で前記ワイヤレスリンク
（１０）が分断された場合に、前記第１のデバイス（４）の近接性が失われたことの通知
を前記第２のデバイス（６）に送ることができる通知モジュール（２２）であって、前記
通知は前記第２のデバイス（６）中でアラートをトリガし、前記アラートは前記イベント
の切迫性および／または前記第１のデバイス（４）の場所に応じたレベルを有する、通知
モジュール（２２）と、
を備える、前記第１のデバイス（４）。
［付記８］
　前記電子カレンダにアクセスすることができる、付記７に記載の第１のデバイス（４）
。
［付記９］
　動きセンサ（２６）を備える、付記７または８に記載の第１のデバイス（４）。
［付記１０］
　モバイル通信端末、特にスマートフォンまたはタブレットまたはラップトップである、
付記７乃至９のいずれか一項に記載の第１のデバイス（４）。
［付記１１］
　ａ）電子カレンダにアクセスすることができるカレンダモジュール（５４）と、
　ｂ）第１のデバイス（４）と第２のデバイス（６）との間の少なくとも１つのワイヤレ
スリンク（１０）をモニターすることができるモニタリングモジュール（５０）と、 
ｃ）前記電子カレンダに記憶されたイベントが差し迫っている一方で前記ワイヤレスリン
ク（１０）が分断された場合に、前記イベントの切迫性および／または前記第１のデバイ
ス（４）の場所に応じたレベルを有するアラートをトリガすることによって、前記第１の
デバイス（４）の近接性が失われたことをユーザに通知することができるアラートモジュ
ール（５２）と、
を備える、前記第２のデバイス（６）。
［付記１２］
　動きセンサ（３６）を備える、付記１１に記載の第２のデバイス（６）。 
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［付記１３］
　前記第２のデバイス（６）はスマートウォッチである、付記１１または１２に記載の第
２のデバイス（６）。
［付記１４］
　付記１乃至６のいずれか一項に記載の方法をコンピュータが実施できるようにするため
のコンピュータ実行可能命令を備える、コンピュータ可読プログラム。
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